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中部産業遺産研究会WEB

差出人: csih@googlegroups.com は hidekih@wine.plala.or.jp の代理
送信日時: 2019年9月13日金曜日 23:57
宛先: csih@googlegroups.com
件名: [CSIH] 中部産業遺産研究会 ニュースレター 電子メール版 2019年9月13日発行
添付ファイル: 佐々木享没後５周年記念シンポジウム（2019.7.31）.pdf

◆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◆ 

  中部産業遺産研究会 ニュースレター 電子メール版 2019 年 9月 13 日発行 

◆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◆ 

【中部産業遺産研究会の入会案内はこちら】 

http://csih.sakura.ne.jp/nyuukaiannai.html

【中部産業遺産研究会のホームページはこちらから】 

http://csih.sakura.ne.jp/index.html

【中部産業遺産研究会の書籍のご案内】 

http://csih.sakura.ne.jp/syoseki.html

【 ＣＯＮＴＥＮＴＳ 】━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【１】中部産業遺産研究会・関連団体の行事予定 

【３】第 160 回定例研究会・見学会のご案内【再送】 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【１】中部産業遺産研究会・関連団体の行事予定 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

●第 160 回研究会・見学会 2019 年 9月 29 日（日） 11 時 30 分 JR 豊川駅西口集合 豊川駅周辺見学会 

●第 161 回研究会（公開研究会） 2019 年 11 月 17 日 13:00～ 豊田市近代の産業とくらし発見館 

 （人造石を作りの体験を行います。詳細は後日配信致します。） 

●佐々木享没後５周年記念シンポジウム（後援事業）2019 年 11 月 23 日 13:00～19:00  名古屋大学 

●第 15 回パネル展 2020 年 1 月 15 日(水)～1月 26 日(日)  名古屋都市センター11階 

●第 15 回パネル展・講演会 2020 年１月 18 日(土)  13：00～ 名古屋都市センター11 階 

●第 162 回定例研究会（予定） 2020 年１月 18日(土)  16：00～ 名古屋都市センター11階 

●シンポジウム「日本の技術史をみる眼」第 37 回「産業近代化の基礎づくりを担った人造石工法 

  ~服部長七没後１００年にあたり歴史的土木工法に光り再び~」2020 年 3 月 7 日（土） 

  会場：碧南市大浜公民館（碧南市中町 1-53） 

  10:00～ 見学会  11:30～人造石づくり実演  13:00～17:00 シンポジウム  

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【２】第 160 回定例研究会・見学会のご案内【再送】 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

第 160 回定例研究会・見学会を次の通り開催致します。 

日  時：2019 年 9 月 29 日（日） 11 時 30 分 JR 豊川駅西口集合 

     （遅れて参加される方は、12時 30 分までに豊川稲荷総門付近へ） 

     雨天決行、ただし当日午前 10 時に三河地方に暴風警報が発令されていたら中止。 

○集合場所：JR 豊川駅（豊川稲荷方面の西側階段下辺り、名鉄豊川稲荷駅は隣接） 

○見学コース予定：全長 4km ほど（全コース徒歩） 

①豊川稲荷門前通りで稲荷寿司の食べ比べ（昼食） 

②旧伊那街道（信州方面への道、豊川駅周辺の一部を散策） 

③旧豊川電話中継所（国の登録有形文化財、昭和初期の長距離電話施設） 

④旧豊川線（旧豊川海軍工廠の工員輸送用の鉄道、現在は日本車輌(株)が利用） 

鉄橋ガード、線路沿いを散策（1910 年代の米国カーネギー製、八幡製鉄製の古レール使用、西豊川駅遺構など） 
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⑤豊川市桜ヶ丘ミュージアム見学（海軍工廠時代の展示品などを見学） 

⑥豊川稲荷（本殿など歴史的建造物、鉄灯籠、銅灯籠、梵鐘などの各種鋳造品、日本一古いといわれる郵便ポスト、

寺寶館などの見学） 

⑦ 豊川駅で解散（4時半か 5時頃） ＊終了後、豊川駅前辺りで懇親会（希望者） 

○参加費：無料（食費、交通費は各自負担） 

○参加申込：不要（集合時間までに集合場所までお越しください） 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【３】佐々木享没後５周年記念シンポジウムへのお誘いとカンパの訴え／横山悦生【New】 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

横山悦生先生より、佐々木享先生の没後５周年のシンポジウムのご案内と、2019 年 10 月に 

大空社出版より発行予定の Kathleen Thelen 著（横山悦生・石原俊時監訳） 

『制度はいかに進化するか』(How Institutions Evolve ‒The Political Economy of Skills in Germany,Britain, the 

United States, and Japan)の翻訳権料のカンパのお願いということ 

で案内を頂きましたので配信致します。 

詳細は添付ファイルを御参照下さい。 

シンポジウムは次の通り開催の予定です。 

日時 2019 年 11 月 23 日 午後１時から午後７時まで 

場所 第１部と第２部 名古屋大学教育学部大講義室（本館２階）午後１時~ 

   第３部 南部生協食堂（教育学部の正面玄関の向かい側）午後５時~ 

第１部 「How Instituions Evolve」の学問的意義と課題 

  開会挨拶 司会 横山悦生（名古屋大学） 

  報告１ 経済史の立場から 石原俊時氏（東京大学） 

  報告２ 政治学の立場から 穴見明氏（大東文化大学） 

第２部 「佐々木享先生と民間研究運動」 

  司会 沼口博（大東文化大学） 

  報告１ 産業遺産研究運動とのかかわり 天野武弘氏（中部産業遺産研究会・産業考古学会） 

  報告２ 技術教育研究会とのかかわり 依田有弘（元千葉大学） 

第３部 「佐々木享先生の思い出を語る」 

  司会 横山悦生 

閉会の辞 依田有弘 

参加費は、第１部、第２部は無料です。第３部の懇親会は 5000 円 

カンパと懇親会費は、郵便振替（大空社出版株式会社：郵便振替口座 ００１８０－４－７０８２７６） 

でお手続きください。 

もちろん、本１冊のカンパ 3000 円だけでもかまいません。本の送料は大空社出版の負担で送付して 

いただけます。 

後援団体 

 ものづくりと技術教育研究会、中部産業遺産研究会、産業考古学会、 

 子どもの遊びと手の労働研究会、産業教育研究連盟、産業教育学会、大空社出版株式会社 

-- 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■ 

中部産業遺産研究会のニューズレターは電子メールアドレスをお持ちの会員の皆様に 

Google グループのメーリングリストのシステムを使って配信しています。 

配信元：中部産業遺産研究会 会報編集委員・広報幹事 橋本 英樹 

Home Page URL : http://csih.sakura.ne.jp/ E-mail ： hidekih@wine.plala.or.jp Copyright 2002-2018 The Chubu 

Society For The Industrial Heritage, Allrights reserved. 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■ 

--- 

このメールは Google グループのグループ「中部産業遺産研究会」の登録者に送られています。 

このグループから退会し、グループからのメールの配信を停止するには csih+unsubscribe@googlegroups.com にメー



3

ルを送信してください。 

このディスカッションをウェブ上で閲覧するには、

https://groups.google.com/d/msgid/csih/007201d56a43%24813c3f60%2483b4be20%24%40wine.plala.or.jp にアクセ

スしてください。 



佐々木享没後５周年記念シンポジウムへのお誘いとカンパの訴え 

            

          佐々木享先生追悼集編集委員会  横山悦生・依田有弘       

                          須藤敏昭・沼口博 

  

 2016年 5月に佐々木享先生の１周忌に追悼集を大空社より出版し、故人の思

い出を語る会を名古屋大学にて開催しました。あれから数年が経ちました。そ

の取り組みはとても有意義なものであったと思います。その際に佐々木家より

頂いた寄付がありましたが、これを佐々木享先生が命をかけて取り組んできた

技術・職業教育学研究の進展に使うことを考えております。2019 年 10 月に大

空社出版より発行予定の Kathleen Thelen著（横山悦生・石原俊時監訳）『制度

はいかに進化するか』(How Institutions Evolve –The Political Economy of 

Skills in Germany,Britain, the United States, and Japan)の翻訳権料に使用し

たいと考えております。本書は、タイトルが示しているように、４ヶ国におけ

る技能形成の歴史的展開についてドイツを中心におきつつ、その比較を試みた

本で、世界的に注目され、数カ国語で翻訳されていますが、日本語ではまだ翻

訳はされていません。最初は名古屋大学教育発達科学研究科大学院の技術教育

学ゼミで翻訳にとりかかりましたが、横山・沼口の大型科研の共同研究者でも

ある石原俊時氏（経済史）にも監訳に加わっていただき、髙橋三貴子氏にもメ

ンバーにも加わっていただいて翻訳を完成させたものです。この本は、今後の

技術・職業教育研究にとても大きな意義を有するものと考えています。 

 とはいえ、学術専門書の出版が困難な状況の中でこの翻訳を出版するために

はとても大きな困難を伴います。そこで、佐々木享没後５周年を記念とするシ

ンポジウムを企画し、この取り組みを通じて多くの方から出版を成功させるた

めにクラウド・ファンディング方式によるカンパを集めたいと考えております。

カンパは一口 3000 円(特別価格)で一口について本書（予定本体価格 3500 円、

A5版 380頁）１冊を贈呈させていただきます。 

 なお、2019年 11月 23日に開催するシンポジウムでは、第１部は、この翻訳

書の学問的な位置づけ、その成果と課題などについて、監訳者の一人でもある

石原俊時氏（東京大学経済学部）と穴見明氏（大東文化大学法学部）から問題

提起をしていただきます。第２部では、「佐々木享先生と民間研究運動」と題し

て、技術教育研究会とのかかわりについて（依田有弘氏）、産業遺産研究とのか



かわりについて（天野武弘氏）、報告していただきます。第２部を受けて第３部

（懇親会）では、佐々木享先生の多様な民間研究運動とのかかわりについて、

参加者から思い出を語っていただくような場にしたいと考えております。第１

部だけの参加でもかまいません。あるいは第２部からの、あるいは第３部だけ

の参加でもかまいません。多くの方の参加を呼びかけるものです。 

 

日時 2019年 11月 23日 午後１時から午後７時まで 

場所 第１部と第２部 名古屋大学教育学部大講義室（本館２階）午後１時〜 

   第３部 南部生協食堂（教育学部の正面玄関の向かい側）午後５時〜 

第１部 「How Instituions Evolve」の学問的意義と課題 

  開会挨拶 司会 横山悦生（名古屋大学）  

  報告１ 経済史の立場から 石原俊時氏（東京大学） 

  報告２ 政治学の立場から 穴見明氏（大東文化大学） 

第２部 「佐々木享先生と民間研究運動」 

  司会 沼口博（大東文化大学） 

  報告１ 産業遺産研究運動とのかかわり 天野武弘氏（中部産業遺産   

研究会・産業考古学会） 

  報告２ 技術教育研究会とのかかわり 依田有弘（元千葉大学） 

第３部 「佐々木享先生の思い出を語る」 

  司会 横山悦生 

閉会の辞 依田有弘 

 

参加費は、第１部、第２部は無料です。第３部の懇親会は 5000円 

カンパと懇親会費は、同封の郵便振替（大空社出版株式会社：郵便振替口

座 ００１８０－４－７０８２７６）でお手続きください。 

もちろん、本１冊のカンパ 3000円だけでもかまいません。本の送料は大空

社出版の負担で送付していただけます。 

  

後援団体  

 ものづくりと技術教育研究会、中部産業遺産研究会、産業考古学会、子ども

の遊びと手の労働研究会、産業教育研究連盟、産業教育学会、大空社出版株式

会社 

 


